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Igneous activity  in the Nanbayama  Nepto-Tectonic Province,

 with  special  reference  to Hypabyssal-extrusive association

Kazuya Ci-uHARA, Kenji SHu'ro, Yushi KrrAwAKi and  Masahiko Suzui<i

Abstract The  Nanbayama Nepto-Tectenic Province is characterized  by the wide  development
of  the Neogene Tertiary nepton  which  is more  than  6,OOOm thick,  the flysch-type sedirnentary

facies (Nanbayama facies) in the Iower part of it, abundant  sheet--form  intrusives of porphyrite,
and  poor  development of  green  tuff facies in general,except  in the area  along  R. Hime, and

the Pliocene hypabyssal-extrusive association.

    The  Nanbayama  facies is developed within  the wide  area  extending  about  50km  in the

N-S  direetion and  about  70km  in the E-W  direction, its eastern  boundary being defined by the

inferred Kashiwazaki-Choshi Tectonic Line. Pre-Tertiary basernent rocks  of the province are

inferred to be the northern  extension  of the Hida Marginal Tectonic Zone.
    The  folding pattern of  the Nanbayama  Tectonic Provinee dispalys two  distinct anticlines
with  the axes  running  in the NNE  trend, which  are  s}ightly  oblique  to the  general trend  of  the

adjacent  Central Folding Zone running  in the NE  trend.

    The  Neogene System of  the Nanbayama  Nepton is divided into the following formations
in ascending  order,  the Hiuchiyama, the Nishihiyama, the Nohdani, the Kawazume,  the Nadachi
and  the Tanihama  Formations, The foraminiferal fossils indicate that these Formations are

correlative  with  that of the standard  strtigraphic  units  of  the Niigata Tertiary Basinas follows.

    Lower Hiuchiyama=Upper  Tsugawa  and  Nanatani F. (N. 10); Upper and  Middle  Hiuchiyama
to Nishihiyama F.=Lower  Teradomari F,; Lower Nohdani F.=Lower  Terademari F; Upper
Nohdani F. to Kawazume  F.=Shiiya F; Nadachi F.==Nishiyama F.; Tanihama  F,=Haizume  tQ

Tsukayama  F.

    The  Amakazariyama  igneous massif  is not  composed  of a single  intrusive body, but of

composite  intrusives consisting  of  porphyrite, rhyolite, andesite,  basalt and  dacite in order  of

emplacement.  Some  ande$ite  intrusives occurring  around  Mt. Amakazari contain'  large horn-

blende rnegacrysts.  In connection  with  these intrusives there occur  dikes of porphyrite, two-

pyroxene  andesite,  hornblende-two pyrexene  andesite,  biotite-two pyroxene andesite,  basa]t,

garnet dacite and  rhyolite  in the upper  Miocene  Nechi Formation and  the lower part of Umidani
andesite  extrusive  formation distributecl to northeast  ef  the Mt, Amakazariyama. These  dike

rocks  are  very  similar  to each  other  in lithology and  petrochemistry.

    The  Umikawa Pliocene volcanic  Formation consists  of  thick calc-alkaline  andesitic  pyro-
clastics,  intercalating thin gray mudstone.  Those andesitic  extrusives  display distinctive cyclic

changes  of  lithology, Each  final andesite  is characterized  by the gcurrence of hornblende
megacryst  and  hornblende gabbro  inclusions, Petrochemically each  cycle  $hows  regular  changes

of  principal chemical  compositions,

    The  Umikawa  extrusives,  the Amakazariyama  intrusives and  allied dike rocks  are  comagma-

tic, lying on  the same  trend of chemical  variation  (F-M-A diagrarn) and  having high contents
of  potash,

    These extrusives  and  intrusives show  quite different mode  of occurrence,  but belong to
the same  magmatism,  The  authors  propose  te call as  hypabyssal-extrusive association.  The
Hol{edake intrusives and  the Eboshiyama extrusives  occurring  to the north  of  Mt. Amakazari-

yama  possibly belong to the association.
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茅 原一也 ・
周 藤 賢 治 ・北 脇 裕 士 ・鈴 木雅彦

　 　 　 　 　 　 　 　 は 　 じ　 め 　 に

　1974年 に 著者ら の
一

人 ， 茅原 は 新 潟積成 盆 地 に お

ける新第三 紀 の 火山岩 層序 を総括 した 〔茅原，1974

a，b）．こ の 中で 難波 山堆積 ・構造区 に お け る 火 成活

動 の 特殊性 を強 調 した ．同 年，西 田 ほ か （1974）及

び 西 田 （1974）は，西 頸城 山地 の 新 第三 系層序 及 び

その 地 質構造に つ い て 総括的な報告 を行 う と ともに ，

深 掘井 に よ る 地 下 地質の 情報 に 某 づ き，柏崎
一

銚子

線 に 関連 して 難波 Lh相 の 分布 と 意義 に つ い て 論 じ た。

　 その 後，現在 まで の 10年問 に ，陸域及 び 大陸棚 に

お い て い くつ か の 坑＃
一が 掘 さ く され 地

一．
ト深 部 の 情報

が 増 大 し た．

　本構 造区 の 西縁 を限 る 糸魚川
一

静岡線 に 沿 っ て 分

布す る石坂 流紋岩 類，津 川
〜七 谷 階 火 山岩類 の 分 布

・購造な どが 詳細な地表調査 で 明 らか に な っ て きた

（吉村 ・石 橋 ，
1979）．また ，糸魚川南東方 に お け る

釜沢
一 1 号井 （帝国石油 ）に よ

t）糸静線東側 の 地 下

で 火 打 山 層中に 1300　rn 以 ヒの グ リ
・一

ン タ フ の 存在す

る こ とが分 っ て きた （岩 崎，1982）．

　西頸蜘 ll地 の う ち，焼 山 背 斜 か ら 糸 静線 よ りの 地

域 に 分布する 海川火 山岩層及 び 雨飾 山 貰 入 岩類 ， 並

び に 江 星 山 火 山岩層及 び 鉾岳貫 入岩類は，こ れ まで

そ れ ぞれ 別個 の もの と して 取扱 わ れ て きた が ，両 者

は 生 成時代 ・岩石 化 学 的 性 質 そ の 他 か ら み て 極 め て

類 縁 性 の 強 い 火 山 岩類 で あ り， そ の 産状や位置的関

係 か らみ て それぞれ ペ ア
ー

をなす もの と考 え，著者

ら は こ れ をhypabyssal−extruswe 　 association と呼 ぶ

こ と に した ．

　小論は，こ の ペ ア
ー

をなす 火山岩類 の 問題 を中心

と し て，難 波 山 堆積 ・構造区の 火 成活動 の 特徴 を述

べ ，若干 の 考察を加 え る もの で あ る．

　謝辞　始 め に ，本論集 に 執 筆 の 機 会 を 与 え ら れ た

新潟大学 島津光 夫教授に感謝す る．

　 難波 山 構造区 の 地質 に つ い て は，池辺　穣氏始め

石 油資源開発KK，帝国石 油K．K，及 び 石 油 公 団の 関係

各位 か ら多 くの ご 教示 をい た だ い て お り，ま た ， 釜

沢 1号井（帝国 石 油〉， 直江津沖北基礎試錐 〔石油公

団） に 関す る資料 の
一

部引用 を許可 さ れ た ．こ こ に

厚 く御 礼 中 し上 げ た い ．更 に，長 い 期 間 に わ た っ て

ご 教示 ・ご 討論を い た だ い た 西 田 彰
一

名誉教授．津

田 禾粒教 授 に 感 謝 を 申 し上 げ る．

難 波山堆積 ・構造区 の 構造的位置 と火成活動 の 特徴

　 難波 山堆積
・
構造区は北部 フ ォ ッ サ マ グナ 地 域 の

北西部 を占め ，地 表 で は 高 田 平野 か ら西方 の 西頸城

隆 起 帯 と して 広 く露 わ れ て い る．

　 日本 海 東縁 部 に 関連 さ せ て み る と ， 佐渡 海嶺 が 小

佐渡小 木半島か ら 米 山 地 塊 に 向 つ て 延 び て お り，本

構造区 は 更に そ の 西側 に 位 置 す る こ と に な る。従 っ

て，日本海東縁変動帯の うちで ， 富 山 トラ フ 及 び 糸

静線 に 最も近づ く重 要 な位 置 を占め て い る こ と に な

る．

　 本州弧陸上部に お け る 羽 越 褶曲帯との 関連 で み る

と，新 潟油 田 地域 中央部 〔長 岡 区）の 主褶曲線 は 南

へ 延 び，米 山山塊 に よ っ て 南東側 に 押 しや られ る よ

うに膂曲し， こ の LI魄 を取巻 くように 延 び ，更 に 高

田 南東部 で 南西 方向 に 転 じ， 妙高〜飯縄 火 山群 の 下

を通 っ て ，糸静線東側 の 帯状褶曲帯 （高府帯 ・荒 川

帯）（小坂，1979）に 至 り，収 れ んする．

　 難波山堆積 ・構造 区 は ， こ れ らの 褶曲帯の 北西側

に 位 置 し，褶曲構造 の 方向性 も異質 で あ る（第 1 図・

第 2 図）．

〆

　・新潟 大学 埋 学部 地質鉱物学教 室

　 Department 　Qf　Geology　and 　Mincralogy．　Faculty　of
　 Science，　Niigata　Urllverslty，　Niigata，950 −21　Japan．

榊 地 質⊥ 学 株 式会社，
　 Geologicat　Englneering　Co．しtd．，　Tokyol 　l60　Japan
桝寧男鹿 市立 h 里合中学校．
　 Goriai　mlddie 　School，〔）ga，　Akita ，　OlO −〔｝4　Japa1ユ

醗 1　 （多 2 e3 　 ざ  

　 　 　 　 第 1 図　 難波 山堆 積 ・構造 区 の 拡 か リ

1　：　第11司糸dノ（IL，　2　：鮮ilT−［IL〜更新世 火LLI岩，　3　，　第三 糸己員

入岩，4 ； 難波 山相 の 分布範 】フll

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe
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難波 山 堆積 ・構造 区 に お け る 火 成活動

◎

io　　　！S　　　20 　　　25Km

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　第 2 図 　 難 波 山堆 積 ・構造 ［X：の 地 質略 図 （茅原 原図 ）

◎ 坑 井 幡 号 は 本文 第 2表 参 照 〕，黒 色部は 第三 紀 貫 入 岩類 を示 す．
N ：名立〜谷 浜層，TnA−Sn ：能生 谷層，　 Nh ：西 飛 山層，　 Hz ；灰 爪層，　 Ny ：西 山層，　 Sy ：椎 谷層，　 Td ；寺 泊層，　 Ut ： 魚沼 層，
UA ：魚沼 階安 山 岩．　 NA ：西 山 階 火 山 岩，　 Tb ：七 谷階火 山岩，　 Is：Ei坂 流 紋 岩

　著者 の
一

人 ， 茅原 は ， 火 山岩分布
・
褶曲構 造 ・重

力 ・
空中磁 力

・
地形区分 な ど を総合 して ，構造 区 と

火 山 岩 区 を新潟 積 成 盆地 全 般 に つ い て 整理 し，
16の

構 造 区 と 火 山岩 区 の 対応 関係 を設定 し た （茅原，

1974）．そ の 中で，西 頸城隆起帯 を設定 し， 鮮新 世火 山

岩区 と後期 中新世 中〜酸性貫 入岩区が 重 複する こ と

が 特徴 で あ る と指摘した ．しか し，後述 す る よ うに ，

こ れ らの
一一一

部 は hypabyssal−cxtrusive 　assoclatlon を

なして い る の で，一部は 変更を要する こ とに な っ た．

っ た．

　 こ の 地 区 で は ，寺泊層相当層 （能生谷層）以下 の

地層を貫 い て 中〜酸性 の 貫 入岩類 が 多数 存在 して い

る．西頸城 隆起帯 は ， 新第三 系地 域 と して は 異常な

高度 （海抜高度 2，400m に 達す る）をもち， 類似 した

地層 が 分布 して い る高田 平原下 と著 しく対照 的で あ

る。上記 の 貫入岩類 は 特有な造構運動 に 関連 して 起

っ た マ グ マ 活 動 と考 え ら れ る．高 田 平 原 下 で は
， 新

井
一・1 号井 （帝 国石 油 ）， 南新井

一 1 号井 お よ び 高田

R − 1．号井 （帝国石 油 ）の ほ か で は，そ の 存在が認

め られ て い な い （茅原 ，
1974a ），

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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茅原
一

也 ・周蔽賢治
・
北脇裕士 ・鈴木推診

第 1表 　西頚 城 山 地新 第三 系の 区分 と新潟 油 ヒi｛標 準層序 と の 対比

新 潟 油　田

標 準 層 序

　　 西頸城 山地 　　　　　　　　 西頸凵」地

（西 田 他，tg66，1974）　　　 （赤羽 ，ユ975）

　 女臣川｝充域

（赤羽 ，ユ979）

塚 　 山　 層

灰　 爪 　 層
谷　 浜　 層

西　 山　 層

椎　 谷　 層

名　 立　 層

’
1［1　 。。 　 層

能生谷層上部

汕師谷層

真 川 層．ヒ部

匹
立

冂」

ー
能生 谷層下部 真川層中

・
下部

寺 泊 層 　 　 西飛山層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 飛 山 層　　　　　　　　　 下部
　　　　　　　 　　　　　 火 打 凵．1層 中

・上 部

i・“J11〜七谷層
　　　　　　　 　　　　　 穴 打 山 層 下 部 　　 　　 　　 　 紫雲 谷 層
最上部 〔N ，lo）

層
コ

」〜
、
〜

」
目昌

部上最瀬躯鵬

仙翁沢層

中 ・
】
・』
部

　北部 フ ォ ッ サ マ グ ナ 地 域 を広 くみ る と，内 村 地 域

か ら谷 川岳に至 る中央隆起帯で は ， 石 英閃緑岩 が帯

状 に 分布 して ，
1 つ の 深成岩 ベ ル トを構成 して お り，

そ の 北西側 に ，こ れ と並 走 す る ひ ん 岩帯を設定す る

こ とが で き る．

　西頸城 隆起帯 に 分布す る半深成岩帯は， ヒ記 の 深

成
〜

半深成岩ベ ル トに 平行 に 存在す る と い う見方も

可 能 で あ る．

　　　　難波 山 堆積 ・構造区の 特徴 と拡が り

　1）西頸城 Lli地新第三 系 の 層序区分 と新潟含油 第三

　　系層序 との 対比

　西頸城山地 を構成す る 新 第三 系 の 層序区 分 に つ い

て は西 出 ほ か 11966，ユ974 ）の 研 究が あ 1）， そ の 後 ，

赤羽 （1975，
1979）に よ っ て 再区分 が なされ た．最

近，西頸城 の 深部坑井 データや 地 表 に お け る有孔虫

を 主 と し た微 化 石 調 査 に よ り，第 1 表 の よ うな対比

が 提唱され て い る（池辺，1982）．

　2）占生物相 か らみ た 難波 III相 の 拡 が り

　第 3 図 に ，米 谷 ・井上 （1981）に よ る 七 谷 ・津 川

期 の 古 生 物相図を示 して あ る．こ の 図 で は 難波 山相

に 対応す る 占 生物層を頸城相 と 命名して 区別 して い

る．こ れ か ら明 らか なように，推定 される柏崎
一

銚

子 線が こ の 古 生 物相 の 分布 に か か わ っ て い る よ うに

見 え る．

　古流系 ・古地理 か らも，西頸城 地 域か ら柏 崎 に 至

る地 域 に 泥質砂 の 卓越す る こ とが 示 さ れ て い る （影

山 ・鈴木，1974）．

第 3 図　新謁堆 憤 盆地 に お け る ｛コ谷
・
津 川期 の 古 生物 相 図

　 （米 谷は か ，1981 冫

　3）深部坑井デ
ー

タ （陸城及 び 大陸棚）か らみ た 難

　　 波 山 相 の 拡 が り

　米山 凵」塊 西 方 の 柿崎 か ら一ヒ越 市 西 方 の 名立 に か け

て ， 陸上 及 び 海 岸 線 近 くの 海 域 で は，頸 城油 ガ ス 田

地域 で あるた め ， 多くの 坑井が 掘 さ く さ れ て い る．

こ れ らの 大部 分 は 深度 ， 2，000〜3，300rn で あ っ て，

下部寺泊層 を抜け ，

“
難波 山層

”
ヒ部で掘 り止 め られ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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難 波 山 堆 積 ・構 造区 に お け る 火 成 活 動

第 2 表　 難波 山堆積 ・構造 区内 ノ

1

吏ひ憐 接す る 地 域 に お け る 深 掘 井 に よ る 地 質 デ
ー

タ 〔新 潟 県，⊥977．に 加 筆）

坑

1234

厂
D6

700G

σ

釜沢一1

西頸城N −1

谷浜 N −1
’」
基 礎 言式錐

”
1・頁城

東柿崎 SK −1

別所一1

牧一2

安 塚 N −1

石 黒N −1

】Q，鯖・臼N −1

　　中了SK −1D

　　MITI真人

2，7〔〕6．63

，3063

β⊥6．93

，
781 ．8

到 達 層 位

2 ，60ユ

　 9773

，5034

，0024

，3403

，3034

，500 ，25

海域

13．直 江 津沖 IA ｛

M ，MITI 直江 津沖北

／5．直江津沖一1

16．柿崎沖一1

3 β524

．5093

，0052

，511

1152124895

て い る．

　 こ の 地域 の 深部坑井 として は，基礎試錐
「鑽城 」

（3781．7m ），東柿崎SK − 1号井 （2，300m ），安塚 N −1

号井 （3，503m ）な ど が あ る．

　 こ れ ら の 坑井 に お け る
」
難 波 山 柑

”
の 分 布 を要 約

して 第 2 表 （新潟県， 工977， に加筆）に 示 して あ る．

そ れ ぞ れ の 坑井 に おけ る 難波山層 の 状 況 に つ い て は

西 田 ほ か 〔1974）に よ る 記載 が あ る．

　
一

方 ， 米 山 山 塊 の 東側 で は
， 茨 目一／号 ， 南安田 SK −

21〕写
．
な ど で は，深部 に 七谷 貞岩層，その 下位 に 七 谷

グ リ
ー

ン タ フ が あ っ て 基盤岩（蛇紋岩 ・単斜輝 石 岩）

に 達 して お 1）　，い わ ゆ る 難波 山 層 は 存在 しない （イ
．1

不口田 1まカ  　1971），

　 難波山相分布 の 南東縁 の 深部情報 を与える もの と

して，小千谷
一真人一

中子系列の背斜
・
に 掘 さ くさ れ

　 　 　 　 　 　 ま　’と 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なかこ
た 基礎試錐

「
真人」（掘 IL 深度4，500．25m ）と中子SK −

lD 号井 （3，303m ）が あ る．

　 こ れ らの 坑 井 の 七 谷層は ，中央油帯 の もの と は 岩

相 を異 に して い る 〔西 田，1974）．

　海域 で は，最近，直江津沖 の 大陸棚縁 で 2 本の 深

　地層名

火 打 Lir層

火 打 ［1層

難波山層

難波山層

火 才∫山層

火打山層

（難波山層 ）

難波 凵【層

　 　 〃

厂1

　 〃

火打山層

七 谷 層

七 谷 層

難波 山 層

七 谷 層

岩 　　 　質

緑色凝灰岩

緑色凝 灰 岩

細粒砂岩

黒 色泥岩

黒 色 硬質頁 岩，凝 灰 岩

黒色硬質 頁岩

つ

黒 褐 色泥岩

　 　 ？

泥勝ち砂岩 ・凝灰岩 昌層

硬質砂岩

砂 岩 優 勢，凝 灰 岩 は さ む

堅 硬な中〜粗粒

砂岩 が 主，凝灰岩 は さむ

玄武岩

寺 泊 層（あ るい は難波山層 ）

　 　 7

堀井 が 掘 さ くされ，難波山相堆積 区の 限界を考察す

る上 で 重要 な情報 が 得 られ た （石 油公団，1982，基

礎 試錐
1
．
直 江 津 沖北 」 コ ア 及 び カ ッ テ ィ ン グス に よ

る地 質検討会資料 ）．

　 こ れ．に よ る と，直 江 津 沖 IA− 1 号井 （離岸 距 離15k皿 ，

水 深 n5m ）で は ，
3260m −−3352m で 難波 山層に 達 し

て い る．一
方，基礎試錐

「
泊．江 津沖北 」　（離岸距離

23km ，水深 2ユ2m ）で は ， 西山層か ら掘 さ くされ ， 西

1．Ll層（O 〜1940m ）， 椎谷層 （ユ940〜2380m ＞，寺 泊 層

（2380 〜2880m ），七 谷 層（2880m 〜4509m 掘 止 ）に 区

分 さ れ て い る．椎谷層及 び 寺泊層 に は 若干 の 凝灰岩

が 介在す る．七 谷層は 七谷柑 の 頁岩 と有孔虫 で 特徴

づ け ら れ る，3900m 以 深 は 緑色 の 玄 武 岩 が厚 く存 在

し，一
部 は枕状構造 を示す．中

〜
下部 に は 緑色化 し

た ひ ん 岩の 迸 入 岩床 が 10枚 存在 して い る．陸域 の 基

礎試錐
’L
頚城

”
の 層序 と比較 した 場合，極 め て 著 し

い こ と は，基 礎 試 錐
「
頸 城 」 の 1500〜2360m に 存 在

す る 難波 山 相 の Blue　 zone （石 灰 質有 孔 虫 の 多産す る

ゾーン ）は 「直 江 津沖北」 で は 全 く存在せ ず，岩質

とともに 七谷柑 を示す と解 釈 され て い る 〔以上，石

N 工工
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茅原
一

也
・
周藤賢治

・
北脇裕 十 ・鈴木雅彦

第 3 表 　atl）11河 口 左 岸地 域 の 新 第三 系 層序 〔吉村 ・
石 僑，　 lg7g ）

時代

中

新

世

地 層 名 層厚 岩 相

今 岩 木 流 紋 岩 部 層
　　　　灰 白色流紋 岩 溶 岩，流理 構 造 顕 著，一

部 自破 砕 溶岩，
420 十

　　　　ま た 下 部 に 粗粒 ア ル コ ーズ 質砂岩や 凝 灰 質砂岩を挾在

中 谷 地 凝 灰 岩 部 層
051

ユ0

白色軽石質凝灰岩及び 暗青灰色凝灰岩，部分的に 粗粒砂

岩や 砂質火 山礫凝灰岩 と互層する．貝化石 を産出する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一．ゴ广一

井

　
　
　
層

田海 ケ 池

　　凝灰 質砂岩礫岩部層

0
〜

100
白 色凝 灰質砂岩及 び 細礫岩

　　　　　 」、「一

仁 王 堂 溶結 凝 灰岩 部 層

O
　 I20

十

多斑 晶安山岩 質溶結凝灰岩山

　

　
　

本

　

　
　

層

大谷内無斑 晶質

　　　　　　安山岩部層

50
　 5
工60 十

無斑 晶質安 山岩溶岩および 同質凝灰角礫岩

酸 1生火 山角礫岩を挾在

虫川 ガ ラ ス 質安山 岩部 層
　 01

。1＋ 1鸞碼岩鸞窒騰 纛灘鏐纛 嵳野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一

中 生 界

迸　 　入 　　岩　 　類

古　　　 生　　　 界

砂岩，礫 岩

粘板岩，砂岩，変輝緑岩，変 は ん れ い 岩

　　　　　　　　　　　　　　 （一・
部 片 麻 岩状 ）

油 公 団，1982，に よ る ）．

　難波山堆積 ・構造区 に お け る新第三 紀火成活 動

　1）津川
〜七 谷 階 の グ リ

ー
ン タフ

　新潟盆地北半部 で は，七 谷硬質頁岩層の 下位 に は

い わゆ る七 谷 グ リーン タ フ （流紋岩，一
部玄武岩質）

が 広 く分 布 して い る が ，米 出 付近 を境 と し て，そ れ

より南西 で は急激 に 消滅す る か に 見え る（茅原，1974

a ・b）．

　西 頸 城 山地 で は ，西飛 山層〜火 打山層 と も，焼 Lll

北 の 流紋岩貫 入体の ほ か に は 火山物 質 は 殆 ん どな い ．

　 しか し， 火打 山層下部 の 火 山岩層の 存在 を暗示す

る もの として，姫川流域 の 火 山岩 が 極めて 重要 な 意

味 をもつ もの と 考 え ら れ る，

　〔1）姫 川 下流部 の 流 紋 岩 及 び安 山 岩．

　姫 川河 口 地 域 で ， 糸静 線が 通 る と考 え られ て い る

姫 川 よ ワも西側 （左 岸）に 分布す る新第三 系の 層序

は 第3 表 の 如 くで ある（吉村 ・石橋，1979 ）．

　無 斑 晶 質安 山岩溶岩 よ り上 位 の 層 準の 地層は，そ

れ それ基盤岩類 と不整合関係 で 接 して い る．中谷 地

凝灰 岩部層中に は 西黒 沢 階を示す海 生 貝化石 を産 し，

津 川 階 に 対 比 さ れ る （吉村．石 橋，1979）．

　下位 の 山本層 の 安 山岩 は
， 姫 川 右岸 に の び て 分布

し て お t）　，西側 の 石坂流紋岩，東側 の 西 山層相 当層

と 断層 （新期糸静線断層）で 接す る（茅原，1979）．

　 と こ ろ で ， L記の グ リー
ン タ フ が 糸静線 よ ト，東側

で どの よ うに 伏在する か が 1 つ の 問題 で あ るが ，こ

れ に つ い て の 新 しい 情報 が 釜沢 の ボー IJ ン グ で得ら

れ た．

2｝釜沢 1 号 井 （帝 国石 油 ） の 地 下層序 と グ リーン

　 　 タ フ

　糸魚 川 南東方に お い て ， 糸魚川 R − 4 及 び 釜沢
一

1号井 （帝国石油）が 掘 さくされ て い る．

　釜沢 1 号井 の 地下層序 は，名立 層（曲山層 ）（地表

〜560m ）， 能生 谷層上部 （椎 谷層）（56e〜795th ），

能 生 谷 層下部一西飛 1“層 （寺泊層）（795 〜1213m ），

以 下 ， 火 打 山層〔七 谷層上部）（ユ2ユ3〜2706．6m 掘 止 ）

に 区分 さ れ た，西飛 LL層 に は ベ ン トナ イ ト質凝灰岩

N 工工
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難波 山堆積 ・構造 区に お け る 火成活動

第 4 表 高 田 平 原 区 に お け る凝 灰 岩 の 岩 質 1別所
一8 咢

‘
井 の 繃 〕　 （芽

：
原，］974b）

地 層 記矧 深　度
囚

石
一 へ｛ L」

K 6golBiotite −green 　hQrnblende　dacite　tuff　 Hyp
700Green 　hornblende−biotite　dacite　tuff

寺 P86860Quartz −plagioclase−（1iparitic）vitric　tuff

870Biotlte −plagiociase−（liparitic）vltric　 ttlff
　　　　　　　　　　　卿

泊
Q1 ，110Augite −bearing　hypersthene　andesitic 　tuff

不　詳
　　　　　　　1一一 〒・

層 1
陛

　　「柑一

1，56 
1，660Augite

−hypersthene　andesite 　tuff

Plagioclase　vitric 　tuff　（chloritizadon ）

1，670Altered 　andesitic 　tuff

1，750Biotite−quartz−plagioclase　tuff
＿一   π一」

難 ［圭1T2 ，140Cryptocrysta ！hne　llparitic　tuff
波層
　　冖

2 ，210Recrystallized 　tuffaceous　sandstone

七 2，350Tuffaceous 　sandstone （recrystallized ）（wlth

谷
3，190　　　　　r

遷上
　　〜

3 ，200
1厂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尸1肋

が 介在 して い る．

　火 打 山層の うち，
1408m 以

一
ドは掘 止 （2706．6m ）

まで グ リー
ン タ フ 層で 占め ら れ て い る。こ の 上部 で

は 玄 武 岩 が 介在 して お り，1760m 以下 で は 2 層準 に

お い て ドレ ラ イ トの シ
ートが 貫 入 して い る．

一
ド部 の

グ リーン タ フ は流紋岩 〜デイサ イ トが 主 で ，一部 に

パ ー
ラ イ トを伴 う（帝国石 油社 内資料）．

　 こ の 坑井 で は，地表 で 分布す る山本層の 安山岩層

に ま で は 達 して い な い の で あ ろ う．

　 こ の 坑井 の 北西 に 位薫す る 糸魚川 R − 4号 井 （深

度 900m ）で は ， 西山層〜
椎 谷 層の 基底 は 不整合 とさ

れ グ リ
ー

ン タ フ を直接覆っ て い ると考えられ た，ま

た ，釜 沢
一1 号井 で も椎谷層基底は不整合と考 えら

れ ， 下位 の 地層 に 対 して傾 斜不 整 合 が 姫 川 方向 に 顕

著 に な る と考え られ て い る （岩崎，1982）．

　3）横川層の 火砕岩

　雨飾 山南西方に は，姫川 東側 に，流紋岩質火砕岩

か らな る 白井沢 層 （白石 ，
1978MS ）が 分 布 し，そ

の 上位 に は 安 山岩質 火 砕岩 を主 と す る横川層が あ る．

こ れ ら は 東 方に傾斜 して お り，連続す る もの と考 え

られ る が，ど こ ま で 延 び るか は不明で あ る．

　 しか し ， 焼 山 南西方 の 背斜 中核部 に，安 山岩質の

火 砕岩層が 存在 して お り ，
こ れ は 赤 羽 （1979 ）に よ

り天 狗原山層下位 の も と とさ れ横川層 と して
一

括 さ

れ て い る，

　　　　　　　　　　 質

Hypersthene−biotite−hornblende　dacite　tuff

Quartz−・plagioclase　dacitic　tuff

ノ’

　以上 を総合す ると，火打山層に 安 山岩質火砕岩の

存在す る 可能性 が 十分 考 え ら れ よ っ ．

　2）い わ ゆ る 難波山層〜寺泊層 の 凝灰岩

　難波山構造区内で は寺泊階 の 火 成活動 は 劣勢で あ

る．高田 平野 （頸城 ガ ス 田 を含 む ）で は，連続性 の

著 しい 凝 灰 岩 が 数 枚 発達 し，良 好 な 鍵層 と な っ て い

る．こ れ らの 凝灰岩は そ れ ぞれ K ・P ・Q…な どの

略号 で 呼ばれ て い る．その 岩質 の 1 例を第 4 表 に 示

して あ る。大部分 が 酸性凝灰岩 で あ る．

　しか し，米 凵」南方 の 中央褶曲帯に 入 る と，牧油 田

地域や松之 由 ド
ー

ム 地 域 で み られ る よ うに ， 寺泊層

準に か な り厚 い 酸性 火砕岩層が 発達 して い るこ とが

注向され る（第 2 図）．

　3）中〜酸性貫 入岩類

　高田平原下 の
一部か ら西頸城山地

一
帯に お い て ，

能生谷層 及 び 川 詰層最下部 以 ドの 地層中 に，大小 の

岩体 と して 中〜酸性 の 半深成岩 （石 英閃緑 ひ ん 岩質

が 主）が 貫入 して い る．こ の うち で 比 較 的大 き な岩

体 と し て は，鉾岳 ・権現岳お よび 雨飾山を構成 して

い る もの が 挙げ られ る．

　 こ れ らの 貫入岩体 の 貫 入位 置は，背斜構造ある い

は ド
ー

ム 構造 と 空間的 に 関連 して い る．

　斑 晶有色鉱物と しそは ， 黒雲 母 ・角閃石 ・輝石 が
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茅原
一．

也 ・周藤賢治 ・北脇裕 士 ・鈴 木雅彦

第 5 表 　西 頸城 地 域 の 中新 世後 期 貴 入岩 類の 斑 晶 組 合せ 〔茅 原，1974a ）

位 　 　置

北 部 雨 飾 山

南 部 雨 飾 ［［［

石 　 　降　 　岩

大　 　渚　 　山

　 　 　 　 　 　 　 　 　 斑

角 閃 岩 　普通輝石　紫 蘇輝石

十

十

雲
　 　 一．1
十

晶

十

十

、．．
1

」
1

一．．

⊥・

↑

．
†

↓．

An49〜60

An ．5e〜58

十

自　 手 　 　山 i

An45〜55

駒 ケ
．岳 山 麓

大海 川下 流左岸

熱 湯 沢 左 岸 …

十

十

大 海 川 右 岸 1

天 狗 原山憤付近

薬．　 師 　 　岳 十

　 　 　 　 　 　 　 　 十
　 　 　 　 　 　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 十

能 　 生 　 111i
　 　 　 　 　 　 　 　

．
ト

石
・

際
陛

欝
彑

鉾一
入

現権

貫

丘
山鉾

十

十

権 　現 　帛　型

一
＋

＋

十

．ニー L 一二

．石

．
＋

十

十

十

十

十

十

十

十

An44 − 52

Anse − 54

十

Ari55

十

十 十 十

一
「
． 十 十

An30 −−4・O．
A ［145 〜70

An45 〜70

An40〜45

十

一
AI150〜65

黒 雲 母 石 　 英
．

斜 長 石

十

十

．
「

十

十

十

T

十

石 基

　 Microgranitic

石英，長石，磁鉄 鉱

　　　 11r
厂’

宀一．
儿 晶 質

完 　　 　 品　 　　 質

ガ英 ，斜 長 石 ，輝直，緑 泥 石

Microgranitic
　 　 尸厂

厂’

隠、　 微 　 　晶　 質

完 晶 質

微 晶 質

Microgranitic

微 晶

餌

質

微 　 　　 晶 　 　　 貿
．

石 英，長 石 ，緑 泥 石 ，磁 鉄 鉦，
　 　 　 　 厂尸

隠 　 微 　 晶　 質

あ り， こ れ ら の 共生閼係 は 規 則性 を欠き，

．．．・
般 に 混

在す る傾 向 を 示 す．斑 晶 の 共生関係 に 関 し，こ れ ま

で に 検討 した 結果 をま と め て 第 5表 に 示 して あ る（茅

原，1974）．

　 赤羽 （ユ975 ）は，こ れ ら を一括 し て 西 頚城半 深 成

岩類 と呼 ん だ．こ れ らは ， 西頸城隆起帯 の 中軸帯 に

位置 して い る が ，eg．1−1　
一
．次 t 一ダ よ り小規模 な褶曲構

造と の 直接的な関係 は み られな い ．一
部 で は 飛 山 累

．
層の 互層に 迸 人 し た 小 規 模 な 迸 人 岩 体 が ，互層 と と

もに 褶曲し，ブ ロ ッ ク状 に 破砕 され て い る とい っ ．

ま た，断層に そ っ て 貫入 して い る岩体は み られ な い

（第 2 図）、

　 こ れ らの 貫 入 岩類 は ，
こ れ まで ， すべ て 中新世 後

期 の もの と して一
括 さ れ て きた．しか し，最近 の 著

者 ら の 研究 に よる と，こ れ ら の うち
一

部 の 貫 入 岩類

は ，北 ま た は 北 西側 に 分 布す る 鮮新世 （
一

部 は 前期

更新世 ）の 噴出岩類 と ， 生成時代 ・岩質 ・岩石 系列・

分化経路 など軌 を
一に して お り，不可分 の もの と考

え るべ きで あ る との 結論 に達 した。そこ で，そ の よ

うな もの を｝〕ypaby ＄ sal
−
extrusive 　association と仮 称

し 区別する こ と を提 唱 す る．

　以 ドその 2 例 に つ い て 述べ る．
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難 波 凵」工隹積 ・構造 1×：に オ5 け る 火 成 活 重力

　 こ の ペ ア ー
の 存在 は 難波 由構 造区 に お け る 火 成活

動 の 注 目すべ き特徴 の 1つ で ある．

　　鮮新世〜前期更新世 に お け る hypabyssal −

　　 eXtrUSiVe 　aSSOCiatiOn

　1）ペ ア を な す 雨 飾 山 貫 入 岩類 と 海 川 火 山岩類

　貫 入 層一一
雨飾 山貴入岩類

　糸魚 Jll市南方 の 県 境 に 位 置 す る 雨飾 山（1963．2m ）

を構 成す る 貫 入 岩類 は ， 比較的単純な ひ ん 岩体 と し

て 取扱 わ れ て きた （西 出 ほ か ，1966，ユ974 ：赤羽 ，

1979 ：新潟県，ユ977），また，そ の 貫入時代は 後期 中

新世 と 考 え ら れ て きた ，

　著者 らは 雨飾 山周辺及 び 海 川上流地域 の 貰 入岩類

及 び 噴出岩類 の 詳細 な産状 と岩石 と を検討 して きた

（北脇 ほ か ，
1984 ：鈴木 ほ か ，1984）．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と

　雨飾 山周辺 の 新第三 系 は，下位 よ り，横川層，戸
ど

土 層，根知層に 区分 さ れ る（北脇ほ か ，
1984 ）．戸 土

層及 び 根知 層は 西 田 ほ か （1974）の 西飛 山層 に 当 た

る．雨飾 山貫入岩類は 戸 土層 （砂岩頁岩互層）及 び

根 知 層 （泥 岩層）か ら な る半 ドーム 状 構 造 を な す 部

分 に 集中的 に 貫人 して い る．

　その ほ か ，中央部 の 貫入体 をと りますように い く

つ か の 貫入岩 が あ る．

　雨飾 山貫 入岩類は 複合貫 入 体 で あ っ て ，1）ひ ん 岩，

2）流 紋 岩
・
安 山 岩，3）玄 武岩，4）石 英安 山 岩 （貫 入

順序に よ る ）か らな っ て い る．

　 こ れ らの うち，角閃石 ひ ん岩は雨飾 Ili頂 束斜面 を

構成す る最大 の 岩体 で あ っ て，北西 に 25P前後 の 傾 斜

をもつ 迸 入岩体 で あ り， 長 大な柱状節理 が 発達 して

い る．雨蜘 11周辺に分布す る安 山岩 の 岩床 ある い は

岩脈 の 中に は，角閃石 メ ガ ク リ ス トを含む もの が あ

る．

　海川上 流 に お い て 根 知層 を貰 き，ま た一
部 は 海 谷

火 山岩層を貫 く貰 入 岩類 と し て は ， ひ ん 岩 ・複輝石

安 山岩 ・角閃 石 複輝石安 山岩 ・黒雲母複輝石 安 山岩 ・

玄武岩 ・ザ クロ 石石英安 山岩 ・流紋岩 が あ る． こ れ

らと雨飾 山貰 入 岩類 とを比 較検討 して み ると，顕微

鏡的性 質及 び 化学成分 に 関 して ，斑晶鉱物組合 せ ，全

岩化学組成上 の 特徴 が きわ め て 類似 して い る 〔北 脇

ほ か ，1984 ：鈴木 ほ か ，1984）．こ れ ら の こ とか ら，

雨 飾 山 貫 入 岩体 は鮮新世 に 貫 入 し た 可能性 が 強 い 。

　 雨飾 山貴人岩類 と海谷上流 の 貴入岩類は ， 角閃石 ・

黒 雲母
・
石 英 な ど の 斑 品鉱物の 共 生 関係が 相互 に 類

似 して い る．こ の 共生関係は ， 海川火山岩類 （噴出

相 ） の それ と も共通 して い る こ と は 重 要 な 事実 で あ

る．

　棚山 〔1977） の 議論 に 従 うと，こ れ らの 貫 入岩類

及 び 噴出岩類 ともにHzO の 多い マ グマ か ら 生 成 され

た と考え ら れるe また ， 雨飾山及 び 海川上 流 の 貫入

岩類 と海 川 火 山岩類 〔噴出相 ）ともに 高 い K20 含 有
量 で 特徴 づ け ら れ て い る．こ の 岩 石 化学的性質 は ，

北部 フ ォ ッ サ 地 域 に お い て ， ほ ぼ i司時代 に 活動した

と考 え られ る 火 山岩類 （新潟県西頸城 地 域 の 江星 山

火 山岩類 や 米由火山岩類 な ど ）と 共通 した 特徴 を示

し て い る．

　 噴 出相 一
海 川 火 山岩類

　 新潟県糸魚川南東 の 海谷 山 塊を構成 して，鮮新世

の カ ル クア ル カ リ質の 安 由岩 を主体 と し，一
部 に 玄

武岩が 介在する 海 川 火 山 岩 類 が 広 く分布 して い る．
こ の 火 山 岩 類 の 岩質に つ い て は ，

．
宀 くは 7 万 5 千 分

の 1 「
白馬岳」 図幅 説明書 に 簡単な 記載 が あ る．最

近，田島 （1976MS ）に よ り，火 山層序 が 検 討 され ，

特 に ハ ン レ イ岩 ゼ ノ リ ス 及 び角閃石 メ ガ ク リス トに

つ い て ， 岩石 学的・鉱物 学的 1生質が報告 され た （SHIMAZu
et σ乙，　ユ974 ）．

　著者ら は，1983年 ， 海川 火 Lii岩類 の 火 山層序 ・岩
石 学 的特徴を 詳細 に 検討す る と と もに，南 に 隣接す

る 雨飾 山 貴 入岩類 と の 地 質学的 ・岩 石 学的関連性 が

密接 で あ る こ と を明 ら か に し た （鈴 木ほ か ，1984）。

　 海川火山岩類は根知層 を不整合 に 被 い
， 全体 と し

て ユ5〜20
°
，北西 に 傾斜 して い る．一一

部 に 灰色泥岩 を

挾 ん で い る．本 火 山 岩 層の 層序 を 第 4 図 に 示 して あ

る。こ の 柱状図 に 示 した ように ， 岩質の 変化 か ら み

、て 明 暸 な 4 つ の 輪廻 〔サ イクル ）が区分 され，それ

ぞれ の 噴 出輪廻 の 最末期 の 噴 出物中に 普通角閃 石 メ

ガ ク リス トお よび 角閃 石 ハ ン レ イ 岩質包有物 が 多数

含 まれ て い る の が 著 しい 特徴 で ある．それ ぞれ の 輪

廻層に お い て 火 山角礫岩が 優勢で あ っ て 溶岩は 少な

い ，こ の 産状 も噴出 メ カニ ズ ム を示す重要な現 象で

あ る．

　 こ の 4 つ の サ イ クル に お け る 化学組成変化 の 特徴

をみ ると，第 1 サ イクル ，99111サ イクル ，第 N サ イ

ク ル に お い て ，それ ぞ れ 下位層か ら上位 層 に 向 っ て

化学組成変化 に 規則性 が 認 め られ る．第 1お よ び 第

IIIサ イクル で は ア ル カ リ量が増力［1す る傾 向 を示す が ，

第 N サ イ ク ル で は 上位 に 1「11 っ てFeO
＊
量 が増力【1する傾

向 に あ る．

　 第 II［サ イ クル 及 び 第 N サ イ クル で は，下位 に カ ン

ラ ン 石 玄武岩 が 出現 し て い る．

　 海川 火 山岩類 と 海 谷 上 流 に お い て 前者 を貫 く貴 入
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第 4図 　 海 川 地域 の 総 合柱状 図 〔鈴木推彦 原図）

岩類 ， 並 び に 前 述の 雨飾 山貫 入 岩類 の す べ て に つ い

て 全岩化学 組 成 をみ る と，火 山岩 類 ・貫 入 岩類 と も

に高い K20 量 をもち ， 各主要元 素 ともに S102量 の 変

化 に 対 応 して 調 和的 に 変化 し同
一

の 変化 曲線上 に の

っ て い る．FeO −MgO −
（K20

−i−Na ，O）三 角図 （第 5

図） に お い て も同
．一

の 変化 経 路 を と っ て い る．斑 晶

鉱物 の 組合せ に 関 して は既 に 述 べ た通 りで ある。
な お，岩石学的 研 究 は 別 に報告す る。

　 2）ペ ア をなす鉾一
権現岳貫 入 岩類 と江 星 LLI火 山岩

　 　 類

　 新潟県西頸城郡能生町及 び 糸魚川市 に 含 まれ る 地

域 で ，南の 早川 と北の 能生川 に挾まれ る地 帯に 中酸

性貫 人岩体 （鉾岳
一
権現 岳）と，下 流側 に鮮新世 〜

前期 更 新世 の 火 山岩層が 分布 して い る．野 外の 関係

や岩 石 学 的検討 に つ い て 不十分な点 が あ る が ， 少 く

と も火 山岩類 と貫入 岩類と は，時空的 に ペ ア をなし

て い る 可能性 が 極 め て 大 きい ．

　貰 入 相
一鉾岳 ・権現岳貫 入 岩類

　 鉾岳 （1316m ）
一

権現 舟（エlO4m ＞を構成 して い る 半

深成岩貫 入 体 は 極 め て 複雑 な 貫 入 形 態 を示 し て い る

（倉又孝夫，1953 ：西 田 ほ か ，1974a）．

　 こ の 岩体 を構成す る 岩石 類 は 大 き く 2 種 に 区分 さ

れ る （第 5 表）．す なわ ち， 斑晶 に 角閃石 を含 む 鉾岳

型 と ， こ れ を含まな い 権現岳型 とが 存在 す る．こ の
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’

第 7 表 　 能生 南 方地 域 の 火 11「岩層序 （西 田 ほ か　 ig74a ）

谷

浜

層

石英安 rL1岩質火山円礫岩

安 山岩質火山円礫岩 シ ル ト岩
．
層

安山岩 ・同質凝灰角礫岩
　 tWt

名立層 （安山岩 は さ む ）

川 詰層 （安山岩 は さむ ）

Na20÷K20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MgO

　　　 第 5 図 海川火 山岩 ・1・IJ飾ili貫入岩類 の MFA 図

2 型 は 異種．の 岩体 で あ る （茅原，1974 ），

　鉾舟型貫 入岩は ， 更 に 普 通輝石 ・
シ ソ輝 石 ・黒雲

母な どの 斑 品鉱物組合 せ に より 5 種 に 区分 され るが ，

こ れ らは 同
一

岩体内 で 相互 に 移化す る ようで あ る．

斑 晶角閃石 は 所 に よ り E 晶 と し て 出現す る．

　権現岳型 も同様に 3種 に 区分 さ れ る．

　 以上 の ひ ん 岩 類 の 化学組成 の 1 例 を第 6 表 に 示す。

第 6 表　鉾 II〒潰 入 岩 の 化 学 成分 （W 亡．％〕

　西 田 ほ か （1974a ）に よ る・
安 山岩層の うち，東部 に

分布す る もの は 江星．山 火 山岩層で
’
あ っ て ， 第 8表 の

ような安 山岩 か らな っ て い る（茅原，1974a ）．

　3）海川 火 山岩類 と米 山 火 山
．
岩類 に み られ る岩質 の

　　 サ イクル

　難 波 山堆積 ・構造 区の 北東端に 位置する鮮新世 の

米山 火 山岩類 は，佐藤 ・米 山 団 体 研 究 グ ル ープ （1975）

に よ っ て 詳細 に 研究 さ れ て きた ．こ の 火 山岩類 に も

貫 入 相 と噴出相が 区別さ れ る，貫 入 相 は 城 山や 中 ノ

岳を構 成 して い る角閃 石安山 岩 及 び 輝石安山岩な ど

で あ る．

　主体 をなす噴出柑 の 火 山層序 に つ い て 著者 らの 特

に 注 目した い の はその 火由岩サ イ ク ル で あ る．本火

山岩類 は 第 9 表 に 示 した 火山岩 か らな っ て い る．米

　 　 　 第 8 表 　能生 川 流域 の 火 ［i亅岩 （茅原，工974a ｝

Sio2Tio2Al

，03Fe203FeOMnO

66．480

．2416

．90

ユ．811

．900

．10

CaO 　 　 　 　 3 ．50

MgO 　　　 L62

認 　 ｝：籌

昼釧 ｝・…

P205　　　　　0 ．16

Total　　　　10  、51

　鉾翫
．一

権現岳貫 入岩体 は 主 と して能生 谷層中に 貫

入 して い る が，一
部 は 川詰層 も貫 い て い る。

　噴出相
一

江星 山火 山岩層

　西 田 ほ か （1966 ，
1974）は，能 生 南方 で 焼 山 背斜

西 翼 に 広 く分 布 す る 火 山岩層の 層序 を第 7 表 の よう

に 報告 した．

中　 部

紫蘇 輝 石 ・
曹灰 長 石 安 山岩

（紫蘇輝石 ）
・
角閃 石安 山岩

酸化角閃石 ・紫蘇 輝石安山岩

江
星

山
火
出

岩

層

一

川

誌

層

下　部

　

上　 部

紫蘇 嬋 石 ・
普通琿石 ・

橄攪 石 安 山岩

普通 輝石 ・紫蘇輝石 ・曹 灰長石 安山岩

紫蘇 輝石 ・普 通輝石 ・曹 灰長石 安 山 岩

橄鷹石
・
曹灰 長石安 Ll1岩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 い
角閃 石石 英安 山岩

普通 輝右 ・紫 蘇 輝 石 ・曹 灰 長 石 安 山 岩

橄攪石
・
普 通輝石

・
曹灰 長厨 安 山岩

下　 部

角閃石 石英安 山岩

晋通輝石 ・紫蘇輝石安 山岩

紫 蘇輝石
・
角閃右 百英安 山岩

紫蘇 輝石
・
角閃石

・
曹灰 長長石 石 英安 山岩 質安 山 岩

紫蘇 輝石 ・普通輝石 ・ガ ラ ス 質安 山岩

普通 輝石 ・紫蘇輝 宥 安山岩

〔　 〕は変 質 して い るこ とを示 す

山 団研 グ ル
ープ （1973）の 地 質図を詳細 に 検討す る

と，第10表 に 示 し た よ うな 8 つ の 火 山 岩 サ イ ク ル を

区分 す る こ と が で き る （茅原 ，
1974a）．それ ぞれ の

サ イ クル で ， 初期 に カ ン ラ ン 石 を含む 塩 基性安山岩

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

42

茅原
一

也 ・周 藤 賢 治 ・北 脇裕＋ ・鈴木雅彦

が噴出 し，後期 に 角閃石 安 山岩 が 出現 し て い る．

　米 山火 山岩 に は，角閃石や 輝 石 の メ ガ ク リス トを

第 9 表 　米 il1火 山岩類

角 閃石安 山岩 類

　 黒 雲 母 ・角閃石 石 英安 山 岩 〔岩 脈

　普 通輝 倉 含有酸 化角閃石 ・曹灰 長石 安山岩

　 橄 欖 石 含 有酸 化 角閃石
・
普通輝石 ・

紫 蘇輝石
・
曹灰 長石安 山岩

　酸化 角 閃石 ・普 通輝石 ・紫蘇輝 石 ・曹 灰長石 安 山 岩

　普通岬石 ・
紫蘇 輝石 ，緑 色角閃石

・
曹灰 長石安 山岩

　黒雲 母倉 有普通 輝石
・
紫 蘇嬋石

・
酸化角 閃石

・
曹 灰長 石 安山 岩

輝石安
．
山岩 類

　 角 閃石含 有橄攪 石
・
普 通 輝石

・
曹灰長石 安 山岩

　 （橄 欖石 ）紫蘇 輝石 ・普通 輝石 ・曹灰長 石 安山岩

　 紫 蘇 輝 石 ・
普通 輝石 ・

曹灰 長 石 一亜 灰 長石 安 山岩

　 普通 輝石 ・紫蘇 輝石 ・曹灰 長石〜亜灰 長石 安 山岩

磁欖 石玄武 岩質安 山岩 類

　橄 欖石
・
紫 蘇輝 石

・
普 通 輝石

・
亜灰 長孑1

一
灰長 石安

．
山岩

　橄 欖石 ・普 通輝石 ・＃ 灰 長石 〜灰長 石 玄 武岩質安 山岩

　紫蘇長石
・
橄 欖 イ」

・普通輝石 玄 武岩

含 む こ とも著しい 特徴 で あ る．

　海 川 火 山岩類 に お け る サイ クル に つ い て は前述 し

た とお りで あ る，

　4）火山岩 サ イ ク ル の メ カ ニ ズ ム

　斑 晶鉱物 の 組合せ は ，マ グマ の 成分，温 度，水蒸

気圧 に よ っ て 支配 され る．特 に石 英
・
角閃石

・
黒雲

母 な ど の 斑 晶組 合せ は ， H20 量 と温度低 下 の 径 路如

第 10表 　 米 山 火 山 岩類 の 重 な り万（下位 より 〕

輝石 安山岩→橄攪石 安 山岩→輝石 安 il」岩

橄 攪石安 山 岩→角 閃石 安 山岩→橄攪 石 安 山 岩→ 輝石 安 山岩

橄 檀安山 岩→輝石 安山岩→角閃石 安 山岩→輝石 安 山岩

橄 欖石 安 山 岩
一→ 輝 君 安 山 岩 → 角閃 石 安山 岩 → 輝石 安山 岩一“

　 角閃石 安 山 岩→輝石 安 山岩

橄 欖石安 山 岩→ 角閃石 安山 岩 → 輝石 安山 岩一｝角閃 石安
．
山 岩

橄 欖石 安 山 岩→ 輝石 安 1“岩→角 閃石安 山岩→輝石 安山岩

橄 欖石 安 山 岩→角閃石 安山 岩→輝石 安 山岩→角閃 石安 山岩

橄 欖石 安 11i岩→輝石 安 山岩
一→角 閃石安 山岩→輝石安 山岩→

　橄 攪石 安山岩

模岩脈 と な る．

　 しか し，雨飾 山貫 入体や 鉾岳
一
権現岳貫 入 体 が 全

体 と し唯
一

の 主 マ グマ 溜 F）で あ っ た とは考 えに くい ．

お そ ら く， 分化作用 の 行 わ れ た 深部マ グマ 溜 りは，

更 に 深 部 に 存在 した もの と推定 さ れ る．当然 の こ と

なが ら，こ れ が 固 結 し た 岩体 は 地表 に は 露れ て い な

い ．

　 こ の ように 考 え る と，問題 の 半深成岩体 は 深部 に

存在 し た 主 マ グマ 溜 りの 上 の 浅所 に 生 じた 小規模な

副次的 あ る い は二 次的なマ グマ 溜 ト）を表 わす もの と

考 え られ よう．噴出相 は 浅部マ グマ 溜 り を径 由 して

噴出し た もの で あ る．

　噴 出相 は ， 当時 の 地 形 に 支 配 さ れ て，主 と し て 西

方 に 流出
・
堆積 した もの と考え られ る．火 山 活動終

了後は 顕著 な差 別隆起 が 起 り，貫入体地域は大 きな

隆起帯に 転化 し著 しい 侵 食
・
削剥 を蒙 っ た と考え ら

れ る．

 

 

 

 

 

 

 

 

何 に支配 され る．角閃石安 山岩の 出現 は ，
マ グマ 溜

り上部に お け る 水分 の 濃度 と 温度低下 に 関係す るも

の と思 わ れ る．こ の よ うな 現象と分 化作用 が 繰 り返

し行 わ れ る こ と が，火 山 岩 サ イ クル の 成因 に 結 び つ

い て い る もの と考 えられ る ．

　 5）ペ ア をなす半深成岩貫入 体 と 噴出相 の 成因 に 関

　　 す る考 察

　 や や 規模 の 大 き い 半深 成岩貰入 体は，マ グマ が

empLace し完全固結に 至 る ま で は ，
マ グマ 溜 i）の 1

部をな して い ると考え るこ とが で きよう．こ の 主溜

．りか ら分岐 して い る マ グ マ キ ュ ポ ラ は 固 結後 は 小規

　む すび一今後 の 問題点
一

（／）難 波 山堆 積 ・構造区 の 周縁 地 帯 に お け る 特 に 七 谷

層下部あ るい は 火打山層下位の 火 山 活動 の 状況 が か

な り明 らか に な っ た が，中心部 に おける情報 が 甚 だ

少 な い ．

　著者 らは ，こ の 中心 地 域 は 火 打 山〜能生谷期 に お

け る 非火 山 活動区 で あ っ て ，全体 と して その 時期 に

圧縮場 に おか れ た の で は な い か
，

と考 え た が，結論

は 尚早で あ る．今後 の 深掘井 に よ る 探鉱が ま た れ る

次第 で あ る．

（2ぽ た ， こ の 地 区 に お け る 新第 三 系基盤岩 に つ い て

の 情報も， 柏崎南東部や 焼 山 下部 に お け る も の を除

け ば，全体 と して 大部分 が不明 で あ る．

（3）ペ ア
ー

をな す半深成岩貫入体 と噴出相 に つ い て は ，

江星 由 火 山岩層に 対応す る鉾岳
一権現 岳貰入 岩体 に

関 して 史 に検詞課題 が 残 っ て い る．

（4）糸静 線 の 東側 に は，南方地域 に お い て 荒倉山火山

岩層が 分布 し，大局 的 に み れ ば ，海 川 火 山 岩類及 び

江 星 山 火 ［b岩 類 を含 め て，全 体 と して 南北方向 に 配

列 して い る。こ れ ら の マ グマ 活動 は，糸静線 の 形成

と関連 して い る よ うに もみ え る．荒倉山層 の 安山岩

中 に は は ん れ い 岩ゼ ノ リス が 含 まれ て お り，海川火

山岩 と共 通 し て い る が ，ペ ア ー
をな す半 深 成岩体 は

存在 しな い ．．ヒ記 の 南北方向 の 帯状 配 列 の 意義 づ け

も問題 として 残 っ て い る．

〔5晒 頸城 山地 の 半深成岩貰 入 体 の うち，焼 山 背斜沿

い 及 び こ れよ り東側 に 分 布す る も の は，大部 分 が シ
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一ト状 の 産状 を示 し，一
部 は 褶曲作 用 に よ っ て変形

して い る．こ れ ら と，ペ ア…を なす半深成岩類 と は，

時代的 に も岩 質 的 に も異 な る マ グマ 活動 と して 区別

され る 可能性 が ある．

（6｝海域 で は，鮮新世以上 の 地 層に よ っ て 広 くカバ ー

さ れ て い る の で，地震探査 に よる 構造解析 も広 くな

さ れ て い る が
， 多 くは 未公 表 で あ る の で ，小 論 で は

割愛 した．
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